職場リハビリテーション実施要領
１　趣　旨

　　神経・精神疾患により休職中の教職員（以下「被審査者」という。）が，円滑な職場復帰が図られるよう，復職前に学校等の職場で職場リハビリテーションを実施するための手続等を定める。

２　意　義

(1) 復職のための準備期間であるので，休職のまま職場リハビリテーションを行

うことにより，職場への適応性を育成するものである。

(2)  復職後，職場で受け持つ役割を果たし得るだけの能力及び安定性の回復状況を観察するものである。

(3)  あくまでも職場復帰への準備期間である。

３　実　施

(1)  人事主管課は，千葉県公立学校職員健康審査会神経・精神部会（以下「部会」という。）で，職場リハビリテーションを行うことが適当であると判定された被審査者に職場リハビリテーションを実施するよう，校長に対して指示する。

(2)  校長は，主治医の指示に基づき，６ヶ月以内の期間を定め，職場リハビリテーションを実施する。ただし，特に必要な場合は，部会の承認を得て，延長することができる。              

４　校長の留意すべき事項

(1)  人事主管課と事前に協議する。

(2)  被審査者の職場リハビリテーション開始及び運用に当たり，本人や家族及び主治医と密接な連携を取り，十分な意見交換を行うなどして，職場復帰支援プランを立てること。（別紙１，２参照）
(3)  被審査者のために適切な職場リハビリテーションが行われるよう，常に被審査者を指導・監督する。併せて，職場の職員等に協力を求める。
(4)  ３ヶ月毎に「職場リハビリテーションの状況報告書（様式４）」，「職場リハビリテーション日誌（様式５）」を部会に提出すること。また，職場リハビリテーションに入ってから，最初に開催される部会へ「職場復帰支援プラン」を提出すること。　　　

なお，職場リハビリテーションの中止や継続を希望する場合は，５の期間変更による。ただし，３ヶ月の期間内に復職又は中止を希望する場合は，速やかに部会の審査を受けるため，事前に学校安全保健課担当者に連絡すること。
(5)  被審査者及びその家族に対し，以下の事項を書面で説明して了承を得ること。 　

　 　①　主治医の指示により対応すること

　 　②　職場では，常に校長の指導・監督下にあること

③  出勤簿には捺印しないこと　　

④　万一，事故が起きた場合は，公務・通勤災害の対象とならないが，傷害保険が適用されること
５　期間変更

　　職場リハビリテーションの実施期間を変更しようとする場合は，次の区分により，部会の承認を得なければならない。

〈中　止〉

  校長は，以下の理由により中止しようとする場合，必要に応じて主治医（１名）
の診断書を部会に提出すること。
　　①　本人から中止の申し出があったとき

　　②　主治医から中止の指示があったとき

3 職場リハビリテーションの実施が学校運営に支障をきたすと校長が判断したとき

〈継　続〉

校長は，被審査者が第３項第２号の規定のより，６ヶ月を超えて，職場リハビリテーションの実施（継続）を希望する場合，第４項第４号の様式４及び様式５，「職場リハビリテーション継続に係る意見書（様式６）」及び新たな職場復帰支援プランを，職場リハビリテーション期間満了日の属する月の前月の部会へ提出する。
６　その他

(1)  この要領は，平成２２年４月１日から施行する。
(2) 「観察，準備期間における『観察仮出勤のあり方』について」（昭和４３年９　　　月６日付教学保発第６９号）は廃止する。

（別紙２）職場復帰支援プランの作成例
· ○立○○学校「職場復帰支援プラン」（例）
１　目　的

· 本プランは，精神疾患による休職中の職員が職場への適応性を高め，職場復帰を達成することを目的とする。
２　支援体制（役割分担）
（1） プラン総括責任者は，校長とし，組織的・計画的な体制づくりを行うととも

に職場復帰支援プランを作成する。
（2） プラン総括推進者は，副校長又は教頭とし，職場復帰支援プランの推進につ

いて，他の推進者と協議の上，具体的な実践を行う。
（3） プラン推進者は，教務主任，学年主任，衛生管理者（衛生推進者），保健主
事，養護教諭，事務職員等で構成し，職場復帰支援プランの円滑な推進に努める。また，休職者が気軽に相談でき，コーディネーターとしての役割を果たすメイン推進者をあらかじめ決めておくことが望ましい。
　（４）校内復帰支援委員会（仮称）を定期的に開催し，支援プラン実践上の問題点等を協議し，プランを評価・修正する。
３　支援プラン実践上の留意点

（1） 職場リハビリテーションは，復職のための準備期間であり，職場への適応性
を育成するものであること。

（2） 休職者を迎え入れる職場全体の温かい雰囲気が欠かせないこと。
（3） 問題が発生した際は，休職者と１対１で対応せず，すぐに管理職又はメイ
ン推進者に連絡すること。

（4） 支援プランは，本人や家族の意見，主治医の助言等により，実践・評価・修
正を加えながら，進めていくものであること。

　（５）適応能力を高めるためには，他の教員の授業を参観したり，授業の補助を行うなどの段階的な実践プログラムが不可欠であり，全職員の協力が必要であること。
（６）休職者が責任と自覚を持って取り組めるよう，やらなければならないこと，
守らなければならないことは明確に伝えること。
　（７）管理職は，休職者とその代替者（臨時的任用講師等）の人間関係づくりに特に留意すること。
４　職場復帰支援プラン（教諭の例）

　【実施期間】平成○○年○○月○○日～平成○○年○○月○○日（見込）

	
	実施期間
	プランの実施内容
	主な担当

	第一段階
	○月○日


１ヶ月程度
	①学校生活（職場）に慣れる。

○出勤は，週２日，午前３時間程度

· 他の職員とのコミュニケーションを図る。

· 担当学年等の授業参観を行う。

· 担当学年の文書等の印刷補助など軽易な事務処理を行う。

· 児童生徒とコミュニケーションを図る。

· メイン推進者や管理職と面談し，日誌を提出する。
	○校長，副校長，教頭，メイン推進者，プラン推進者

○主治医



	第二段階
	○月○日


１ヶ月程度
	②①に加え，小集団の指導補助を行う。

○出勤は，週３日，給食時まで

· 少人数指導において，マンツーマン指導を行う。（管理職が観察）

· ティームティーチングのT2として指導を行う。（メイン推進者が観察）

· 給食時は学級に入って，一緒に食事をする。

· 後半で慣れてきたら，次の段階に向けて徐々に時間を増やしていく。
	○校長，副校長，教頭，メイン推進者，プラン推進者

○各授業者○主治医



	第三段階


	○月○日


１ヶ月程度
	③②に加え，適時，単独授業を行う。

　○出勤は，週４日，５時間目まで

・　適時，単独で授業を行う（管理職やプラン推進者は適宜指導・助言を行う。）

・　後半で慣れてきたら，次の段階に向けて

徐々に時間を増やしていく。
	○校長，副校長，教頭，メイン推進者，プラン推進者

○主治医

	最終段階
	○月○日


１ヶ月程度
	単独で授業を行う。

○出勤はフル勤務

・　単独で授業を行う。（管理職やプラン推進者は適宜指導・助言を行う。）

· 学級担任としての事務処理等を行う。

· 休み時間や放課後等の活動にも参加する。
	○校長，副校長，教頭，メイン推進者，プラン推進者

○主治医

	復職後
	○月○日


	1 職場リハビリテーションの終了（復職）

· 管理職やメイン推進者との定期的な面談は，

当面継続し，フォローアップに努める。
	○校長，副校長，教頭，メイン推進者


注1） 学校独自の様式で構わないが，支援体制（役割分担）や実施期間，実施内容が

具体的に示されたものが望ましい。

注2） 上記プラン作成に当たっては，本人，家族，主治医の意見を取り入れることが望ましい。

注3） 上記プランは，４ヶ月を目安に作成したものであるが，期間は適宜変更するこ

とが望ましく，本人に復帰までの見通しを持たせることが大切である。

４　職場復帰支援プラン（事務職員の例）

　【実施期間】平成○○年○○月○○日～平成○○年○○月○○日（見込）

	
	実施期間
	プランの実施内容
	主な担当

	第一段階
	○月○日


１ヶ月程度
	①学校生活（職場）に慣れる。

○出勤は，週２日，午前３時間程度

·  他の職員とのコミュニケーションを図る。

·  担当学年の文書等の印刷補助など軽易な事

務処理を行う。

·  メイン推進者や管理職と面談し，日誌を提

出する。
	○校長，副校長，教頭，メイン推進者，プラン推進者

○主治医



	第二段階
	○月○日


１ヶ月程度
	②①に加え，事務遂行の補助を行う。

○出勤は，週３日，給食時まで

·  文書・調査・給食会計　等の事務作業の実

務補助として簡易な作業を始める。

·  後半で慣れてきたら，次の段階に向けて

徐々に時間を増やしていく。
	○校長，副校長，教頭，メイン推進者，プラン推進者

○主治医

	第三段階


	○月○日


１ヶ月程度
	③②に加え，事務遂行の補助を行う。

　○出勤は，週４日，５時間目まで

・  様子を見ながら、事務・事務補助と連携して、本業務の補助を始める。

・　電話対応・受付対応等の対外的な作業内容

を徐々に始める。

・　後半で慣れてきたら，次の段階に向けて

徐々に時間を増やしていく。
	○校長，副校長，教頭，メイン推進者，プラン推進者

○主治医

	最終段階
	○月○日


１ヶ月程度
	主で事務を行う。

○出勤はフル勤務

・　事務・事務補助と連携して、本業務を行う。
・　電話対応・受付対応等の対外的な作業内容

を主で行う。
	○校長，副校長，教頭，メイン推進者，プラン推進者

○主治医

	復職後
	○月○日


	2 職場リハビリテーションの終了（復職）

· 管理職やメイン推進者との定期的な面談は，当面継続し，フォローアップに努める。
	○校長，副校長，教頭，メイン推進者


注4） 学校独自の様式で構わないが，支援体制（役割分担）や実施期間，実施内容が

具体的に示されたものが望ましい。

注5） 上記プラン作成に当たっては，本人，家族，主治医の意見を取り入れることが
望ましい。

注6） 上記プランは，４ヶ月を目安に作成したものであるが，期間は適宜変更するこ

とが望ましく，本人に復帰までの見通しを持たせることが大切である。
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（様式５）【Ａ４版】
職場リハビリテーション日誌
	
	      月　　　　　日（　　　）
	氏　　名
	                       印

	生
活
の
状
況
	 出　勤         時　　　　分
     （活動内容・授業等について，時間を追って箇条書きに）
 退　勤         時　　　　分

	感
想
	      （本人が感想や反省を記入）

	     （指導・助言事項または校長・観察者が気付いたことを記入）


（様式６）

職場リハビリテーション継続に係る意見書

年　　月　　日

　

　千葉県教育委員会　様

所　　属

校長氏名　　　　　　　公印

　下記の者は，引き続き職場リハビリテーションの継続が適当と思われますので，資料を添えて提出します。

記

１　職・氏名

２　これまでの職場リハビリテーション実施期間

　　　　年　　月　　日～　　年　　月　　日まで（　　ヶ月間）

· 終了期日は，見込みで記入する。

３　校長の意見（継続理由）

４　本人の意見

〈添付書類〉

· 職場リハビリテーションにおける状況報告書

· 本人が記載した日誌

· 各学校の職場復帰支援プラン（継続後の新たなプラン）

· その他
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